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所在地

東京都三鷹市

地域資源環境を保全しながらの再生・交流・活性化

鯨井　勇 くじらい　いさむ
株式会社藍設計室　代表取締役



略歴

著書・論文等

【経歴・主な委員歴】
1972年3月　　　　　　　　日本大学理工学部建築学科卒業
1972年7月～73年7月　末松設計事務所 表参道北沢バルブ本社ビル等の設計
1973年9月～76年3月　小崎建築設計事務所 日本大学生産工学部実験棟等の設計に携わる
1976年3月～80年8月　藍設計室一級建築士事務所主宰
1980年8月～　　　　　 　株式会社藍設計室　設立　代表取締役として現在に至る
1994年5月～03年4月　農山漁村女性活動推進機構 理事
2004年　　～　　　　　　 公共建築設計者選定　資質評価審査委員
2004年4月～12年3月　国士舘大学非常勤講師
2005年　　～　　　　　　 社団法人日本建築家協会 教育文化事業委員
2007年4月～　　　　　   武蔵野大学非常勤講師
2011年　　～　　　　　　 JASO耐震総合安全機構　東北津波被害調査特別委員

【主な受賞歴】
1991年　国際コンペ｢都市と自然の調和」杜の都仙台　最優秀賞
1996年　オホーツクまちなみ整備「アーバンデザインｆｒｏｍくんねっぷ」優秀賞
1999年　第3回東京電力快適住宅コンテスト「中落合の家」入賞
2002年　リビングデザインセンター家づくりサポートコンペ「新宿の家｣当選
2003年　山形公募コンペ「Sウイメンズ病院」最優秀賞
2003年　社団法人 日本建築家協会　環境建築賞「大子の家」入賞
2006年　(財)ベターリビング「既存共同住宅団地再生に関する提案」入選
2007年　OZONE賃貸住宅併用複合計画コンペ「Le jardin interieur」当選
2008年　社団法人　日本建築家協会　25年賞「プーライエ」受賞

2012年　津波と街と建築 共著(H24.2 ㈱テツアドー出版)
2011年　3.11平成津波と集合住宅 共著(H23.9 ㈱テツアドー出版)
2005年　住宅の再生 住宅建築別冊 共著(H17.9 ㈱建築資料研究社)
2001年　建築設計資料集成 総合編 共著(H13.6日本建築学会)
1997年　構法で考える 共著(H10.8 彰国社)
1996年　アーバンデザインニング 共著(H8.5 オホーツク委員会)
1985年　近代建築 共著(S60.1月号 近代建築社)
1984年　近代建築 共著(S59.4・5・6・7・9・11月号 近代建築社)
1974年　都市住宅 臨時増刊 共著(S49.5 鹿島研究所出版会)

【主な取組内容・実績】
1987年　新潟県妙高高原町
           オーストリアとの姉妹提携に伴う音楽祭・高齢者温泉施設医療保養・まちづくり計画
1993年　全国さかなの港町おこしトーク(水産庁)　企画・運営・講演
1994年　農山漁村女性活動推進機構　企画・運営・講演
1995年　農山漁村の活性化　両国駅朝市夕市　組織・運営代表
　　　  　 阪神淡路大震災　被災度判定支援　建築巡回相談員
　　  　　 阪神淡路大震災 林野庁 仮設住宅計画
1996年　榛名町　全国サカナの港町同窓会　組織運営
1998年　日本生活文化交流協会　タイ・バンコク展　運営
2003年　消費者の部屋 (農林水産省） 「楽しい漁村」企画模型製作
2008年～吉祥寺駅前商店連合「ハモニカ横町インフラ整備事業」コンサルタント
2011年～東北地方太平洋沖地震（各大学・各協会等）報告会
　　　　　　女川小学校総合学習指導



○

取組の内容

実績

工夫した点や苦労した点

ひとことPR

・朝日新聞　被災後の女川町、立体模型に　建築家「復興の議論に」
　http://www.asahi.com/special/10005/TKY201106250361.html
・建築ジャーナル　Ｎo,1187 行動する建築家③
　http://www.kj-web.or.jp/
・岩手日報　大槌町に縮尺模型を寄贈　東京の建築家
　http://www.iwate-np.co.jp/hisaichi/h201109/h1109213.html
・三陸河北新報社　女川の将来図描くぞ
　http://www.sanriku-kahoku.com/news/2012_01/i/120120i-onagawa.html

①1995年　農山漁村の活性化　両国駅朝市夕市　組織・運営代表
「相撲は五穀豊穣の神事にもつながる」その相撲の殿堂「国技館」を目の前にした両国駅、旧駅舎とプラット
ホームを活性利用した「市」を開催しました。東京の東玄関であり、食糧集積基地として、昭和5年に建てられ
た貴重な駅舎建物でもあります。全国から集まった、安全で安心な食べ物や産物、人と人との交流は、ふるさ
とと都会をむすぶ、活気あふれるイベントとなりました。

②1997年　富山県朝日町宮崎小学校跡地計画業務調査・調整により、予見書の策定を行いました。

③2008年～東京都武蔵野市吉祥寺ハモニカ横町　活性化整備計画策定業務 　コンサルタント
戦後66年に渡り、ハモニカ横町は武蔵野市の魅力的な駅前の古い木造商店街区として機能してきました。
今後も活気ある明るく元気な商店街であり続けるよう、再整備を行っています。

地域資源環境を保全しながらの再生・交流・活性化

　 1994年　日本農業新聞
　 1995年　読売新聞・みなと新聞・読売新聞・日本農業新聞・水産経済新聞・交通新聞・みなと新聞・
　　　　　　　週刊農林・桜ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞ・林政ニュース・東都よみうり・東京ﾘﾋﾞﾝｸﾞ・ﾄﾗﾝﾍﾞｰﾙ・ふるさと広場・
　　　　　　　NHKラジオ第一放送・社会新報・GOOD EARTH・NHK衛生放送BS2・みなと新聞・
　　　　　　　日刊ｹﾞﾝﾀﾞｲ・夕刊ﾌｼﾞ・TBSﾗｼﾞｵ・農機新聞・漁港・TBSテレビ・ﾃﾚﾋﾞ東京・メトロポリﾀﾝﾃﾚﾋﾞ
　 1996年　米穀業界紙・日本テレビ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上媒体

①ほとんど利用されることもなく、荒れた状態にあった駅舎とプラットホームで行ったイベントでした。改札口の広
場は大空間が広がり、設備等に関しては未確認のことも多く、既存建物の診断や安全に対する判断、防犯
セキュリティーや情報に十二分の配慮をしながら、JR東日本と共に組織運営代表として、市を取りまとめまし
た。

②小学校・保育所等の統廃合、過疎地域等における人口減少、担い手不足等について町民住宅の計画
提案、学童プール農薬等飛散防止調査等を行いました。

③コンサルタントとして、地権者・組合・開発公社等との合意形成・話し合いの中で、総合的インフラ整備計
画案を策定、行政等との補助金等と伴に「ハモニカ家並み耐震補強・火災等危機管理」に着手しました。現
在も工事進行中です。



○ 参考

取組の分類

地域経営改革 まちなか再生
地場産品発掘・ブランド化 若者自立支援
少子化対策 安心・安全なまちづくり
企業立地促進 環境保全
定住促進 その他（　　　　　）
観光振興・交流

1 7
2 8

　地域人材ネットでは、登録者の取組を11の政策分野に分類しています（複数の分野に該当するものもあり
ます）。
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115

メールアドレス ai〔アットマーク〕ainethome.com その他

4 ○ 10

http://ainethome.com/atelierai/atelierai.htm

○

連絡先

社団法人日本建築家協会

6

関連ホームページ

株式会社藍設計室

財団法人都市計画協会 http://www.tokeikyou.or.jp/jinzaibank/index/detail/142.html

http://www.jia.or.jp/

NPO法人耐震総合安全機構 http://www.jaso.jp/kaiin/index.html

http://ainethome.com/atelierai/atelierai.htm
http://www.tokeikyou.or.jp/jinzaibank/index/detail/142.html
http://www.jia.or.jp/
http://www.jaso.jp/kaiin/index.html
http://www.soumu.go.jp/ganbaru/jinzai/index.html
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